








































































　円了は 1904 年（明治 37）、教育勅語を中心とした社会教育団体であ
る修身教会（後に国民道徳普及会に改称）を作り、全国巡講を開始し
た。10 月にはこれを中国、朝鮮にも広めようと漢文で勧誘の文書を作









































































































































































































































































































































相次いでいる。４月 18 日には江原道儒道闡明会内地視察団（32 名）が
訪れ、また５月 11 日には前出の崔永年が大学参観のため来日した。ま













































































































































































































































































































































































































































報』1919 年５月 10 日）
（19）　 三輪政一「朝鮮の仏教」（『新仏教』11-6、明治 43 年６月）
（20）　 『東洋哲学』26-4（1919 年）p.65
































































（34）　 三輪は 1910 年（明治 43）に帰国すると同時に、救貧慈善団体である
財団法人四恩瓜生会の経営に参画し、1913 年（大正２）１月に主任と
なり、1934 年（昭和９）には瓜生会病院を設置し、のち同財団理事長
となっている。その他、小石川区議会議員として、方面委員長、司法
委員、調停委員等を務める。さらに日本画劇教育教会を組織し、幹事
長となり、紙芝居の内容改善に努めた。
（35）　 これは円了の主著『仏教活論序論』の冒頭に出る言葉に由来する。大
正時代以降の戦前はこれを東洋大学の校是としていたようである。
